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平成 29年第 2回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

平成 29年 6月 13日(火曜日) 

午後 6時 30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 大 山 修 二 君 

 高 間 澄 子 君 

 本 田 靖 人 君 

 小 林 尚 文 君 

厚 谷   司 君 

 今 川 和 哉 君 

 熊 谷 桂 子 君 

 君 島 孝 夫 君 

 千 葉   勝 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  会議に入ります前に、一言

ご挨拶を申し上げます。 

 傍聴の皆様方には遅い時間の開会となりますが、

多数のご参加をいただき、誠にありがとうございま

す。 

また、市長をはじめ理事者並びに関係者の皆様に

は、夜間議会の開催に当たりご理解とご協力をいた

だき、心からお礼を申し上げたいと思います。 

本日は、昨年同様、開議時刻を午後 6時 30分とい

たしました。 

 夕張市議会は、議会改革の一環といたしまして、

日中に開催する議会を傍聴できない方のために、そ

の機会をつくり、行政、議会の活動内容をより一層

ご理解いただくことを目的として、平成 23年から年

に一度、夜間議会を開催してきているところでござ

います。本日の開催で 7回目を迎えることになりま

した。 

夜間議会につきましても、年々傍聴していただく

皆様が減少傾向ではございますが、私ども市議会と

いたしましても、引き続きこのような傍聴機会の確

保に努め、今後も夜間議会の開催を積極的に開催、

周知をしてまいりたいというふうに考えております。 

なお、今年の夜間議会につきましても、昨年同様

この 6月議会で開催とさせていただきましたので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――― 

午後 ６時３０分 開議 

●議長 厚谷 司君  これより、平成 29 年第 2

回定例夕張市議会第 2日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の出席議員数は 9名全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第 125条の規定により 

今川議員 

熊谷議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  この際、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 木村卓也君  報告いたします。 

 本定例市議会に出席を求めた説明員の一覧につき

ましては、お手元に配付のプリントのとおりであり

ます。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      鈴 木 直 道 君 

 教育長     今     勉 君 

 選挙管理委員会委員長 

         佐 藤 憲 道 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      齋 藤 幹 夫 君 
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 理事      大 島 由 晋 君 

 まちづくり企画室長 

         富 永 啓 治 君 

 まちづくり企画室商工観光担当課長 

         古 村 賢 一 君 

 総務課長    寺 江 和 俊 君 

 財務課長    芝 木 誠 二 君 

財務課税務担当課長 

         池 下   充 君 

 建設農林課長兼上下水道課長 

         熊 谷   修 君 

 建設農林課建築住宅担当課長 

         鈴 木 茂 徳 君 

 市民課長    及 川 憲 仁 君 

 保健福祉課長  平 塚 浩 一 君 

 保健福祉課生活福祉担当課長兼 

 福祉事務所長  菅 谷 雅 之 君 

 消防長     増 井 佳 紀 君 

 消防次長    石 黒 友 幹 君 

◎教育委員会教育長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育課長    押野見 正 浩 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    寺 江 和 俊 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    武 藤 俊 昭 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

 主査      永 澤 直 喜 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  日程第 1、これより昨日に

引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問者は、大山議員、本田議員、小林議員

であります。 

 それでは、大山議員の質問を許します。 

 大山議員。 

●大山修二君（登壇）  大山修二でございます。

通告に従いまして、市立診療所、そして学習支援事

業、この 2件について質問をいたしますのでよろし

くお願いをいたします。 

はじめに、市立診療所についてでございますが、

一昨年の 12月に次期指定管理者が決定し、約 1年を

かけて引き継ぎを行い、ことし 4月より新たな体制

で診療が開始されました。 

この引き継ぎの状況につきましては、3 月の行政

常任委員会でその概要が報告されたところでありま

すが、現在、新たな体制でスタートして 2カ月が経

過したところでございます。 

そこで、現時点での状況及び指定管理者からの市

への要望等、さらには課題等についてお伺いをいた

します。 

次に、第 1回定例市議会での市長の市政執行方針

にありました、診療所を新たに清水沢地区に移転し、

平成 34年度の供用開始を目指すとありました。 

このことにつきましては、3 月の行政常任委員会

でも、担当課より仮称ということでありましたが、

市立診療所の移転改築に伴う検討協議会を平成 29

年度の早い時期に設置したい、このように報告があ

りましたが、この検討協議会設置の基本的な考え方

について、お伺いをいたします。 

次に、市立診療所の移転改築は市民の皆様も大変

高い関心を持っておりますが、この協議会の構成メ

ンバー、人選についてはどのようにお考えなのか、

お伺いをいたします。 

次に、診療所の移転改築に伴う検討協議会という

ことは、様々な内容について協議することになると

思われますが、具体的にはどのような内容について
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協議されるのか、お伺いをいたします。 

次に、2 件目の生活困窮世帯の学習支援事業につ

いてお伺いをいたします。 

先日、新聞報道で、北海道と北大が共同で行った

子どもの貧困に関する全道の実態調査の概要につい

て掲載されていたところでございます。 

それによりますと、年収の低い世帯では、学校の

授業が解らないと答えた子どもの割合が高いなど、

保護者の経済状況が子どもの学習の習熟度や進学に

影響している傾向が浮かび上がったとの内容であり

ました。 

子どもたちの将来がその生まれ育った環境に左右

されることのないよう、また、貧困の連鎖を断ち切

ることができるよう、夢と希望を持って暮らしてい

ける地域社会の実現を目指して、平成 26年 8月に子

どもの貧困対策に関する大綱が閣議決定され、平成

27 年度に生活困窮者自立支援法が施行されたとこ

ろであります。 

本市では、今年度より、この生活困窮者自立支援

法の事業を活用し、生活困窮状態にある養育環境に

課題があり、支援を必要とする子どもたちに対し、

学習支援の取り組みを開始したところでありますが、

将来の選択の幅を広げ、自立した生活を送れるよう

にすることは極めて重要であると考えているところ

でございます。 

そこで、この学習支援事業の現在の取り組み状況

についてお伺いをいたします。また、あわせて、こ

の学習支援事業の課題等につきましてもお伺いをい

たします。 

以上について、ご答弁よろしくお願いをいたしま

す。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  大山議員のご質問

にお答えいたします。 

市立診療所についてのご質問の中で、まず初めに、

新たな指定管理者についてのご質問にお答えをいた

します。 

3月 7日に開催されました、行政常任委員会にお

きましてお示しをさせていただいたとおり、夕張市

立診療所及び老人介護保険施設「夕張」の指定管理

者が、平成 29年 4月 1日をもって医療法人社団豊生

会に変更になりました。その引き継ぎに際しては、

豊生会と前指定管理者である夕張希望の杜との間で

真摯な協議が行われた結果、ご希望のありました 74

名の職員の全員の雇用が継続されたほか、総合診療

科や循環器内科などの診療科目に加え、4 月からは

新たに耳鼻咽喉科の診療が開始をされたところであ

ります。 

引き継ぎから 2カ月以上経た現在において、問題

なく順調に推移をしていると聞いております。しか

しながら、市立診療所の体制の充実強化が市民の皆

様の安心・安全に繋がることを踏まえ、医療従事者

の確保等について、引き続き指定管理者への協力や

必要な助言をしてまいりたいと考えております。 

次に、移転改築に伴う検討協議会についてのご質

問にお答えをいたします。 

平成 26年 2月に、夕張市医療保険対策協議会から

答申のあった市立診療所等のあり方についてを踏ま

え、実効性のある移転改築を進めるため、市立診療

所等移転改築検討協議会を設置し、新たな診療所の

役割や機能等について、夕張市医師会や指定管理者

をはじめ、市内福祉介護関係者より専門的な立場か

らのご意見を伺いながら、今年度中に策定する基本

計画にしっかりと反映をしてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、困窮世帯の学習支援についてのご質問にお

答えをいたします。 

まず初めに、学習支援事業の取り組みについてお

答えをいたします。 

本年 5月より、夕張市内の民間法人に委託をし、

週 1回委託事業者の施設内で実施をしているところ

であります。 

本事業を利用されている方は現時点で 6人となっ

ております。学習の動機付けや生活環境の把握をし

っかり行うため、学習支援の前にお一人おひとりと

の面談やオリエンテーションを丁寧に実施しており
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ます。 

次に、学習支援事業の今後の課題についてであり

ますが、子どもの学習支援にとどまらず、他施策の

活用や各関係機関との連携を図りながら、親をはじ

めとした世帯への支援に繋げていくことが重要であ

ると考えております。 

このような考えから、親の養育支援として、公的

支援等の情報提供や子どもの将来を考えてもらうき

っかけづくりなどが今後の課題であると認識してお

ります。 

さらに、世帯として抱える困りごとや不安につい

ても把握し、生活困窮者自立支援法の事業である自

立相談支援事業などによる支援にしっかり繋げてい

くことがもう一つの課題であろうと考えております。 

以上であります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  ご答弁ありがとうございました。 

 市立診療所の引き継ぎにつきましては、74名の希

望者が全員採用されたということでありますし、新

たに耳鼻咽喉科の新設ということもありました。 

 指定管理者からの要望、課題、現在のところは特

にないということでありますが、これからも助言、

協力をしていくということでしたが、これからの夕

張を考えるとき、医療、介護、そして地域との連携

は大変重要になってくるのではないかなというふう

に思います。これからもこの連携を充実させ、多く

の市民の要望に応えていただくよう、一層の取り組

みをお願いしたいと思います。 

 次に、診療所の移転改築に伴う検討協議会の基本

的な考え方ですが、医療保険対策協議会の答申を踏

まえながら専門家の意見を聞くということでしたが、

医療保険対策協議会の答申は、多くの市民の皆様が

関わって作成されたものですから、しっかりこれを

踏まえて検討していただきたいというふうに思って

おります。 

 次に、この検討協議会の設置時期について、いつ

ごろ予定されているのか、お伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

市立診療所等移転改築検討協議会の設置時期につ

いての再質問にお答えをいたしますが、6 月下旬に

設置する方向で、この会の構成員の皆様と現在調整

をしているというところであります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  これは、この先何回ぐらいといい

ますか、その議題にもよるんでしょうけれども、そ

の辺はどのようにお考えでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

6月下旬に設置後、概ね 3回程度開催をしたいと

は考えておりますが、必要に応じて、その回数等に

ついても協議をさせていただきながら、適切に対応

してまいりたいと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  3 回程度ということでしたが、こ

のことにつきましては、回数にこだわることなく、

協議を重ね、より良い診療所にしていただきたい、

このように思っておりますのでよろしくお願いをい

たします。 

 次に、協議会での検討内容、検討事項、この市民

周知についてはどのようにお考えになっているのか、

お伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 大変市民の皆様も関心を持たれる内容かというふ

うに思います。ですので、市議会を通じまして、市

民の皆様の代表たる皆さんに適宜そういった情報を、

進捗状況等について、お話をしながらお伝えをして

いくということを考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 
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 大山議員。 

●大山修二君  議会を通じてということでありま

したが、これは委員会報告にもあると思いますが、

その都度よろしく報告をお願いしたいと思います。 

 次に、検討協議会の構成メンバー、専門家という

ことでありましたが、この場合、市の立場というの

はどういう立場で協議会に参加されるのか、お伺い

をいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 本日の中でも若干触れさせていただいたところで

ございますけれども、市の立場といたしましては、

夕張市の医師会や指定管理者、また市内の福祉介護

関係者の皆様から、専門的な立場からご意見を伺う

ということの中において、市として基本計画を策定

するということになりますので、市の立場といいま

すと、そういった形になります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  ご答弁のとおり、専門家の皆様の

ご意見を十分お聞きいただくよう、よろしくお願い

をいたします。 

 また、協議会での意見を聞いた上で、市として基

本計画を策定していくということでありましたが、

市の基本的な考え方も医療保健対策協議会の答申が

ベースになるということで、よろしいでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 基本的には、そのとおりということでございます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、わかりました。 

 この検討協議会での具体的な内容につきましては、

診療所の役割や機能ということでありましたけれど

も、建設場所には触れられておりません。私は、こ

の建設場所については、医療保健対策協議会の答申

にあったように清水沢地区、それも高齢者や子育て

世代の皆さんのことを考えたとき、市長がふれあい

トークの中で地図で示された、南清水沢地区に建設

予定の複合施設と同じ敷地、もしくは隣接地がベス

トではないかと考えますが、この診療所の建設場所

について、市長はどのようにお考えでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 今、様々なご指摘というか、ご質問の中でありま

したけれども、基本的には、建設場所については利

用者の方の利便性、こういったものをしっかりと考

慮して、引き続き検討していきたいということであ

ります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、わかりました。 

 移転場所につきましては、利用者の利便性を考慮

するということは当然でありますが、夕張市全体の

初期救急医療体制はじめ、様々な角度から検討され

るよう、よろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、市立診療所が平成 34年度に移転することに

なった場合、若菜以北に医療機関がなくなるわけで

す。このことについて私は、この地域に居住されて

いる市民の皆様にとって、安全・安心という意味に

おいて、大変不安な材料が出るんではないかなとい

うふうに考えますが、市長はどのようにお考えでし

ょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 私もやはり、市内北部の地区が移転に伴ってある

意味では、医療の確保についての課題が出ることと

いうふうに考えております。 

 現在、指定管理者である豊生会が診療所を市内北

部にも開設する方向で検討している旨のお話をいた

だいているところであります。 

 本市といたしましても、北部のそういった課題が
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ある中で、豊生会の計画がご検討いただいていると

いうことでございますので、できる限りの協力をし

てまいりたいと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、ありがとうございます。 

 指定管理者が検討されているということであれば、

これは大変ありがたいことでありますし、市として

も十分協力、そして連携を取りながら、市民の皆様

の安全・安心に向けた対応をよろしくお願いしたい

というふうに思います。 

 いずれにいたしましても、市立診療所が清水沢地

区に移転ということになれば、現在この地区には二

つの医療機関があるわけですが、このことにつきま

しては、医師会をはじめ関係者の皆様と十分話し合

いをしていかなければならないのではないかという

ふうに考えますが、いかがでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 議員ご指摘のとおり、医師会のご理解というもの

は大変重要であるというふうに私も考えております。

それは、市立診療所の移転改築のみならず、今後の

地域医療の推進に当たっては、夕張市医師会との連

携協力、そういったものが必要不可欠であるという

認識のもと、医師会と対応していきたいというふう

に考えています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、わかりました。 

このことにつきましても、引き続きよろしくお願

いをしたいと思います。 

次に、困窮世帯の学習支援事業についてですが、

民間に委託して週 1回開催していると、現在 6名の

方が通っているということでありますが、この新事

業で、実際に子どもたちと向かい合って学習を支援

する指導者といいますか、先生ですが、どのような

方が指導されているのでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

現在、主担当で講師をしてくださっている方でご

ざいますけれども、教員免許をお持ちでして、現在

は市外で学習塾を経営している指導歴の豊富な方で

あります。 

さらに養護教諭の資格もお持ちですので、利用者

の方が障害のある児童生徒やひきこもり、不登校の

児童生徒がいる場合にも、より適切な対応ができる

のではないかと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  そういう方であれば、この事業に

は最適ではないかなというふうに私も思っていると

ころでございます。 

 次に、この事業の趣旨から、単に勉強を教えるだ

けではなく、学校、家庭以外の居場所づくりや生活

習慣の支援も必要と考えますが、これらのことにつ

いてどのように取り組んでいくのか、お伺いをいた

します。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 単に勉強を教えるという場では、学習習慣が身に

ついていないお子様は、学習支援以前に日常的な生

活習慣が身についていないお子さんにとっては苦痛

になってしまうということがあるかと思います。お

子様のそういった生活が安定し、自尊感情、自己肯

定感、そういったものが持てる緩やかな居場所の提

供が、そういった意味では必要であろうというふう

に考えています。 

 そのため、単に勉強を教えるということだけでな

くて、スポーツなどのレクリエーション、また調理

実習、また季節の行事として、例えば七夕とか、そ

ういったものを実施するということを予定していま

す。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 
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 大山議員。 

●大山修二君  はい、わかりました。 

 この事業については、様々な内容での取り組みが

必要であると思いますので、今後ともよろしくお願

いをしたいと思います。 

 次に、この事業全体が教育委員会との関わりもあ

るのではないかと思いますが、そのことにつきまし

ては、どのようにお考えでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 議員ご指摘のとおり、生活福祉担当だけではなか

なか不十分な部分もあろうかと思います。ですので、

事業対象者の把握や事業を利用している子どもの学

習の進捗状況、生活態度の共有など、この事業にお

いて教育委員会との連携は非常に重要だというふう

に考えておりますので、今後もしっかりと連携をし

ていきたいと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、わかりました。 

 これにつきましては、よく言われます縦割り行政

ではなく、しっかり連携をとりながら実施をしてい

ただきたいと、このように思っております。 

 次に、課題なんですけれども、公的支援の情報提

供ですとか保護者への療育支援、自立相談支援事業

というふうにご答弁がありましたが、それらのこと

について具体的にどのように取り組んでいくのか、

お伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 保護者への養育支援についてでございますけれど

も、学習の状況や問題点等をそれぞれ保護者の方と

共用するため、委託先法人による家庭訪問、こうい

ったものを行う予定であります。 

 その機会に、意見を交わしたり、また必要な情報

を提供するなどして、取り組みを進めていきたいと

考えています。 

 自立相談支援事業との連携による全世帯への支援

については、必要に応じて、当市が相談支援を委託

している法人へ当該世帯をご紹介いたしまして、専

門的な助言、こういったものも受けていただくこと

を考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 大山議員。 

●大山修二君  はい、ありがとうございます。 

 学習支援事業の効果を高めるためには、週 1回の

学習支援に加え、家庭環境の確認と改善も重要なこ

とではないかというふうに考えます。生活困窮者自

立支援法には、様々なメニューがあるわけですが、

夕張市にも該当する事業があると思いますので、そ

れを選択しながら、現在行われている学習支援事業

と併せて実施をしていただきたいと、このように思

っております。 

 いずれにいたしましても、この先、この事業を継

続していく中で、本市ならではの課題が見えてくる

と思いますが、まずは、この事業の効果を挙げるた

めに、子どもの社会性の育成も含め、生活全体を包

括的に支援することを目指し、小学生のできるだけ

早い段階から関わりを持つことが望ましいのではな

いかというふうに思います。 

そのためには、支援が必要な世帯や子どもを適切

に把握するために、学校や教育委員会等の関係部署

との連携を一層深めていただきたいと思います。 

ただ、この事業には個々に個人情報保護等大変デ

リケートな事情があると思われます。 

この実施に当たっては、行政として特段のご配慮

をお願い申し上げ、私の質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

●議長 厚谷 司君  以上で、大山議員の質問を

終わります。 

 次に、本田議員の質問を許します。 

 本田議員。 

●本田靖人君（登壇）  本田靖人でございます。

通告に従い、2件 6点について質問いたします。 
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 初めに、公共交通について質問します。 

 本市における地域公共交通は、今まさに過渡期に

あると言えます。 

市内唯一のバス路線を運営されている夕張鉄道株

式会社は、今年 4月、滝ノ上線の路線を廃止しまし

た。また、昨年 10月のダイヤ改正時には、清水沢駅

から南部の路線を運休、その他の路線についても大

幅に減便となりました。 

こうしたバス路線の廃止や相次ぐ減便により、市

民はもとより、小中学校に通学する子どもたちの交

通事情にも大きな影響を及ぼしています。 

 5月31日に開催された子育て世帯向けの市長との

ふれあいトークの中で、ある保護者から「朝の通学

バスが最初は路線バスだったのに、スクールバスに

変更になったり、帰りの時間帯によって、路線バス

だったりスクールバスだったりと異なる形態のバス

に乗ることになり、子どもたちが困惑している」、そ

ういう意見が出されていたことは、市長の記憶にも

新しいことと思います。 

 こうした問題は、目まぐるしく変化している市内

の交通事情により、通学の足を確保するために夕張

第一交通株式会社や丸北ハイヤー株式会社といった

交通事業者のみならず、社会福祉法人夕張市社会福

祉協議会や一般社団法人「らぷらす」のような、本

来は交通事業を営んでいない法人のご支援、ご協力

をいただきながら、何とかその体制を維持している

ことから発生している案件であると認識しておりま

す。 

 それぞれの法人が本業で多忙な中、本市の交通体

系の維持にご協力をいただいておりますことに、心

から感謝を申し上げます。 

 非常に苦しい状況が続く本市の地域公共交通事情

の中にあっても、前向きな取り組みもスタートしま

した。 

その一つが、ことし 4月から夕張高校に通う生徒

が、市が運行するスクールバスに乗車できるように

なったことであります。スクールバスによる送迎が

なされていない地域においても、路線バスによる通

学費用を市が負担するという取り組みで、夕張高校

の魅力化にも繋がるものと期待しております。 

 また、清水沢から南部地区のデマンド交通が今年

度から本格運行を開始いたしました。これまで、複

数年にわたり実証実験を続ける中で、南部地区の住

民の皆様が非常に前向きにご協力いただいたことも

あり、本格運行をスタートできたと聞いております。 

 限られた交通資源をいかに有効活用し、子どもた

ちの通学や市民生活における利便性を確保していく

かが、最短で平成 31年度に予定されている石勝線夕

張支線の廃線に向けた準備であるとともに、持続可

能なまちづくりにおいて非常に重要なミッションで

あると考えます。 

 さて、こうした状況の中、本市の交通体系維持に

向けた二つの新たな取り組みがスタートすると報告

を受けましたので、その詳細について伺います。 

 第一に、乗車予約システムについてであります。 

 乗車予約システムは、中高生が土日などの部活動

のために通学する際に利用しているスクールバスを

あらかじめ予約することで、そのより効率的な運用

を図るため導入する新たなシステムであり、当初 10

月ころに導入する予定だったものを、前倒しして導

入すると聞いております。 

この乗車予約システムの概要と導入時期、そして

想定される課題について伺います。 

 第二に、仮設の交通結節点の設置についてであり

ます。 

 交通結節点の機能については、平成 31年度供用開

始を目標に、現在様々な検討が進められている拠点

複合施設が担うことになる予定でありますが、今年

度、仮設の交通結節点としてプレハブなどを活用し

た簡易な施設で設置する予定であるという報告を受

けております。 

 そこで、仮設の交通結節点の概要とその運営体制、

そして設置する意義について伺います。 

 次に、通学定期紛失時の対応について伺います。 

 平成 22年の夕張中学校及び平成 23年の夕張小学

校の開校以来、徒歩通学圏内に居住していない児童
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生徒の通学手段として、夕張鉄道株式会社の路線バ

スを中心に利用してまいりました。 

路線バスに乗車するために必要な定期券を市から

各家庭に支給し、万が一紛失した場合には、1 回目

については再発行に必要な手数料のみを保護者が負

担し、2 回目以降は全額を保護者が負担することと

して運用されてまいりました。 

紛失 1回目の実費については、夕張鉄道株式会社

のサービスとして保護者に手数料以外の負担をお願

いしない運用としてやってまいりました。 

しかしながら、ことし 3月、夕張鉄道株式会社か

ら当該サービスを終了する旨の通知があり、教育委

員会はこれを受けて、今後は 1回目から全額保護者

負担とし、教育上の観点から紛失に対する市からの

補填は考えていないとの報告が、4月 19日の行政常

任委員会においてございました。 

 これに対し、議会からは今後もこれまでどおりの

対応とすべきだとの意見が複数出たものの、議論が

平行線だったため、私から、小学校 1年生のみ従前

と同様、初めて紛失した場合の保護者負担を手数料

のみとする特別措置、つまり市による実費補填を提

案いたしました。 

 教育委員会において検討を重ねていただいた結果、

この特別措置を導入することを決定され、1 年生の

保護者に対し通知を出していただきました。早急に

柔軟な対応をいただきましたことに、改めて感謝申

し上げます。 

 その後、2 年生以上のお子様がいらっしゃる保護

者の方々とこの件についてお話しする機会があり、

これまでの経緯をご説明したところ、やはり 2年生

以上の児童生徒に関しても従前の運用方法でお願い

したいとの声が多く聞かれました。 

 教育委員会から制度変更の説明があった際、金券

である定期券を紛失しないように指導することが教

育であるということも十分理解しておりますが、い

ま一度ご検討いただき、従前のように初めてバス定

期を紛失した際に、手数料以外の保護者負担が発生

しないよう、市による補填措置をご検討いただきた

いと考えます。この件についての教育長の見解をお

聞きします。 

次に、防犯灯について質問します。 

今回は、平成 28年第 1回定例会及び第 2回定例会

の一般質問においてお聞きした防犯灯に関する件の

追跡質問となります。 

市内の防犯灯に関する過去 2回の私の質問に対す

る市長のご答弁をまとめると、次のような流れとな

っています。 

まず、夕張小学校 6年生と議会の意見交換会の中

で、街灯を増やしてほしいとの要望があったことか

ら、市内の防犯灯の設置状況や町内会に対する補助

について質問いたしました。 

これに対し、防犯灯の設置状況については、市と

して把握しておらず、今後、道路ストック計画策定

時に道路施設や標識、照明などの点検調査とあわせ

て把握できるよう順次進めていく。また、通学路安

全プログラムなどを活用し、危険箇所を把握した上

で随時対応していくことを検討したいと答弁されま

した。 

 防犯灯を維持していくための町内会への補助制度

復活については考えていないが、交通安全上必要と

思われるものについては直営に切りかえているケー

スもある。中長期的な目線に立って判断をしていき

たいと答弁されました。 

 そこで、防犯灯について 3点質問いたします。 

 まず、道路ストック計画についてであります。 

 この計画策定についての進捗状況及び調査概要に

ついて伺います。 

第二に、通学路安全プログラムについて、これま

での実績と今後のスケジュール、そして、仮に通学

路に危険な箇所があると判断された場合に、各関係

機関がどのような動きをすることになるのかについ

てお聞きします。 

 第三に、これまでに防犯灯の維持管理を町内会か

ら市の直営に切り替えてきた実績についてお聞きし

ます。あわせて、市の直営に切り替えるべきと判断

される基準について伺います。 
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 以上、2 件についてご答弁のほどよろしくお願い

いたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  本田議員のご質問

にお答えをいたします。 

 まず、公共交通についてのご質問にお答えをいた

します。 

 その中で、乗車予約システムについてであります

が、当市は、補填型の公共交通から利用育成型の公

共交通に改めることを目指して、地域公共交通の再

編を進めているところであります。 

 その中で、児童及び生徒が利用するスクールバス

については、部活動を終えた後の下校便、あるいは

土曜日、日曜日、夏休みなどの長期休暇時の部活動

対応の下校便、登下校便において、車両規模に合わ

ない乗車人数での運行、あるいは乗車する制度がゼ

ロで運行を行うというミスマッチが発生している実

態があります。 

スクールバスの運行に当たっては、交通体系基本

方針に記載があるとおり、様々な交通資源を効果的

に組み合わせて、小・中・高の児童生徒の輸送を第

一に市民の足を確保するとし、市内タクシー事業者

などの大きな協力をいただいているところですが、

利用実態のミスマッチが事業者に対して結果として

負担を強いるということになっております。 

それを解消するため、乗車する便に対する意思表

示をスクールバス利用者である部活動を行う中高生

自身がタブレット端末などを使用して行うシステム

を導入し、限りある地域資源の有効かつ効果的な活

用を図ってまいります。 

現在、システムの概要に関する打ち合わせを進め

ているところであり、今年の夏休み前には利用対象

者の中からモニターの協力を得てシステムの試験運

用を行う予定であります。 

モニターからの要望、感想等を試験運用期間中に

把握をし、それらを課題として捉え、秋に予定して

いる本格運用開始時に反映させるべく、引き続き準

備を進めてまいります。 

次に、仮設の交通結節点についてのご質問にお答

えいたします。 

交通結節点の機能は、平成 31年度に供用開始を予

定している拠点複合施設に設けることとしておりま

すが、南部方面の運行をしているデマンド交通と路

線バスとの結節点、また主に下校の生徒を想定した

路線バス等の待合所機能を有する施設として南北軸

の新たな交通体系の整備に先行して仮設の交通結節

点を設置する準備を進めております。 

この仮設の交通結節点は、南清水沢地区に 8月頃

に設置することを目指しており、その有する機能、

または運用方法等については、主たる利用者として

想定される夕張高校生が地域課題に対して公共性と

いう視点を持ちながら、自分ごととして関わり、自

主性、協調性などを発揮しながら、解決に向けてチ

ャレンジするフィールドとして高校魅力化との連動

を図り、設置してまいります。 

具体的には、既に 5月より市職員の高校への派遣

を行うとともに、授業時間をこの仮設の交通結節点

の空間デザイン、備品、機能等を考える時間として

充て、高校生として、利用者として、または夕張市

民として主体的に考える取り組みを進めているとこ

ろです。 

次に、公共交通についてのご質問の中の通学バス

定期の紛失時の対応については、教育長より答弁を

させていただきたいというふうに思います。 

次に、防犯灯についてのご質問にお答えをいたし

ます。 

まず、防犯灯の設置状況についてであります。 

市内の標識、照明施設、法面などの総点検を実施

する。先ほどご質問にございました道路付属物等点

検業務、この計画策定の前段に当たる業務委託につ

いて、去る 6月 9日に入札を終え、発注をしたとい

うところであります。 

この業務の中で、道理管理者が管理をする道路照

明の点検とあわせて、町内会で管理されている防犯

灯の設置箇所の把握も実施することとして、今年度

中に完了する予定で取り進めております。 
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次に、通学路交通安全プログラムについてであり

ます。 

平成 27年度に本プログラムを策定し、警察、道路

管理者、学校関係者、民生児童委員などを構成員と

する通学路安全推進会議を設置しました。 

平成 28年度においては、今年 3月に清水沢研修セ

ンターにおいて推進会議を開催し、研修センターか

ら夕張小学校前通学橋を渡り、研修センターまで実

際に歩いて現地確認を行ったところであります。 

しかしながら、夕張市は、市内全域がスクールゾ

ーンであり、一度に全通学路の安全点検を実施する

ことは難しいことから、推進会議において様々な情

報を集約しながら、危険箇所の洗い出しを行ってお

ります。 

市といたしましては、児童生徒が安全に通学でき

るよう、推進会議において必要に応じ改善に向けた

要望を行っているところであります。 

また、市は、夕張市民生児童委員協議会に通学路

を中心とした市内の防犯灯等の安全点検について依

頼をし、2 カ所未点灯等の報告があり、既に改善を

したところであります。 

次に、市直営に切り替えた事例についてでござい

ますが、道路照明施設設置基準の一般道路の照明設

置基準は、交差点、横断歩道、平面線形、縦断線形

の状況を明確にすべきところとなっております。 

平成 19年度から今日まで、6町内会からご相談を

いただきまして、道路照明の設置基準に照らし合わ

せ、そのうち５町内会、計 8カ所の防犯灯を引き継

いだ事例がございます。 

今後も地域の相談に対し、具体的な状況を確認さ

せていただきながら、しっかりと対応してまいりた

いと考えているところであります。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 今 勉君（登壇）  本田議員のご質問

にお答えをいたします。 

 通学バス定期券の紛失時の対応についてでござい

ますが、本年 4月 29日開催の行政常任委員会におい

て、本年度からの通学バス定期券の取り扱いについ

てご説明申し上げたところでございます。 

 その際、本田議員から小学校 1年生について、定

期券の重要性の認識が難しいことから、1 年生に限

って手数料のみでの対応ができないか、検討願いた

い旨のご意見をいただきました。 

 関係各所と協議の上、7月下旬より 1年生の保護

者には手数料のみご支援をいただき、1 回に限り市

が負担して対応することとしたところでございます。 

 紛失時における保護者負担を求める際にもご説明

をいたしましたが、本田議員のお話があった内容と

重複いたしますが、ご確認をさせていただきたいと

思います。 

 その 1点目につきましては、これまで 1回に限り

手数料のみで再発行していたのは、バス事業者がサ

ービスとして行ってきたものであります。しかし、

平成 29 年度よりそのサービスを終了することとな

り、市が救済してきたものではないということで申

し上げます。 

 また、2 点目として、子どもたちに社会性を身に

付けさせる教育的見地から、物を大切にする心と態

度の育成のため、定期券の重要性については改めて

確認をしていただきたいというところであります。 

 本田議員のご質問にあります小学 2年生以上の児

童に対する市の負担につきましては、教育的見地か

らも判断が非常に難しいところではございますが、

今後の対応について再度検討させていただきたいと

思います。 

 以上でございます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  まず、通学定期券についての再質

問をさせていただきます。 

 ただいま教育長からご答弁の中にありましたよう

に、社会性の教育ですとか、物を大切にするという

ことを子どもたちに教えるという意味合い、これも

私も十分、それは必要だというふうに認識をしてい

るところではあります。 

 ただ、私も 4年ほど前からバレーボール少年団で
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コーチを務めておりまして、多くの子どもたちと日

頃関わりながらいろいろな教育に携わらせていただ

いているんですが、その中で、私は子どもたちに大

いに失敗をしなさいというふうに教えています。私

も含め、人間は失敗から学ぶ生き物なんだと。大人

になるとなかなか失敗ってしづらくなるんだけれど

も、あなたたちは今まだ子どもだと。今のうちにい

っぱい失敗をして、いっぱい学びなさいというふう

な教育といいますか、指導をしております。 

 わざとバス定期をなくす子どもなんていないと思

うのですね。バス定期をなくすというのは、これま

での実績をお聞きしても、年間多くて 4件程度とい

うことでお聞きをしているところですが、完全にこ

れはうっかりミスでありまして、まだ幼い小中学生

に対して、金券だから、大切なものだからといって

弁償を求めるというのは余りにも酷だというふうに

思います。 

勿論、負担を実際にするのは保護者になるとは思

うのですけれども、最大で今は 4万円にも上る可能

性があるというふうにお聞きをしておりますが、こ

れは余りに高額な失敗に対する賠償、いわば授業料

なんではないかというふうに考えています。 

 教育的配慮において、初回紛失時については、予

算の範囲ということになろうかと思うんですが、市

のほうで補填をしていくという方向で、先ほどのご

答弁の中にも再度検討するというお言葉がございま

したが、改めて検討していただきたいというふうに

考えるわけでありますが、教育長のお考えを再度お

聞きしたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 今 勉君  本田議員の再質問にお答え

します。 

 今までの私の経験からも、子どもたちが失敗から

学ぶことは多数あるというふうに経験してございま

す。どんな失敗も新たな一歩となるとあるように、

失敗を恐れず、失敗から人として大きな成長に繋が

っていくと思っております。 

 小学 2年生以上の通学バス定期の再発行につきま

しては、再度繰り返しますが、教育的見地からも様々

な課題があるというふうに思います。 

しかしながら、一方で本田議員がご指摘される教

育的配慮の視点もございますので、小学 2年生以上

の定期券の再発行については、検討させていただき

たいというふうに思っています。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  是非とも、よろしくご検討のほど

お願いしたいというふうに思います。 

 次に、防犯灯について再質問させていただきます。 

 先ほど、ご答弁の中で、これまでご要望があった

中で、平成 19 年から現在に至るまでに 5 町内会 8

カ所を直営に切り替えた実績がおありだというふう

なことをお聞きしたところであります。 

 お話しの中では、交差点ですとか横断歩道、あと

は道路の形状によって交通安全の確保が必要な部分

についてということで、該当する部分についての対

応であるというふうなお答えと認識をしております。 

 私、今回、申し上げたいのが、昨年の一般質問に

対するご答弁も先ほど流れについてご説明をしたと

ころですが、交通安全上必要という部分についての

手当てというお話しであったんですが、生活安全上

必要という考え方にシフトしていく必要があるんで

はないかという意味合いでの再質問をさせていただ

きたいんですが、先の 5月 31日に開催されました市

長とのふれあいトークの中で、市長は 18歳までしっ

かりと夕張で子どもたちを育てていくんだというお

話をされました。 

夕張で育った子どもたちが将来全国で活躍できる

人材として育っていってくれることを私自身も望ん

でおりますし、勿論、将来夕張に帰ってきてくれた

ら非常に嬉しいなというふうにも思っています。 

 同日の意見交換の中で、夕張市内の学校にお勤め

になっている夕張出身の先生の方からお話しがあり

まして、いつかは夕張に戻ってきたいと思っていた

と。それは幼い頃に良い思い出が沢山あったからな
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んだと思うというようなお話をされていました。こ

れは非常に私自身印象的だったんですが、この話を

聞いて、私なるほどと納得すると同時に、逆にいつ

も道が暗くて怖い思いをしているのに、我慢をし続

けているお子さんがいたとしたら、その子はきっと

夕張から早く出ていきたいと。早く高校を卒業して

札幌や東京の大学に行きたいというふうに考考える

んではないかな。また、将来このマチに戻ってきた

いというふうに考えてくれる可能性がすごく下がっ

てしまうんではないかなというような捉え方も私自

身の中ではしました。 

要は、幼いときに余りいい思い出の残っていない

ふるさとに対しては、なかなかマチに戻ってきたい

という思いにたどり着いてくれないんではないかな

という考えなんですね。 

 本市では、財政破綻以来、住民サービスの維持に

おいて、最低限のレベルに抑えざるを得ない状況に

あったと思います。こうした状況においては、交通

安全上必要な部分に限定して手当てをすることしか

できなかったのは事実なんだというふうに認識をし

ております。しかし、財政計画の抜本的見直しにお

いて、子どもたちや子育て世代向けの事業を中心に

新たなチャレンジをしていくということを本市は決

めました。 

財政再建と地域再生の両立を図る上で、そういっ

た意味で防犯灯に関する考え方を生活安全上必要な

部分というふうにシフトしていく必要があると、そ

のように私は考えるんですが、この点について市長

の見解をお伺いします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

いたします。 

 交通安全上の視点が非常に傾注されていて、生活

安全上の視点のウエートが少し低いんではないかと

いうことで、そこを切り替えるべきではないかとい

うご指摘であります。 

 交通安全上必要なところのみならず、生活安全上

必要不可欠であろうというところに関しては、それ

は当然整理をして対応していかなければいけないと

いうふうに思います。 

 ご質問の中でございました、特にお子様の通学上

非常に不安があるような箇所についても、それも一

つの要素だというふうに思いますので、交通安全上

というところだけでくくって今後も防犯灯などの設

置を考えていくということだけではないというふう

に、今までも運用してきている部分もあるわけであ

ります。 

ですが、一方では、そういったお子様をお持ちの

方の声が具体的にあるということであれば、その部

分もしっかり受けとめて、発想もしっかりとそうい

ったものを踏まえた上で考えていくことが必要だろ

うというふうに私も思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  非常に心強いご答弁だったかなと

いうふうに思います。生活安全上という言葉が正し

いかどうかわかりませんが、子どもたちや、勿論、

女性なんかも含めて、安全・安心に暮らしていける

まちづくりが必要だという意味合いでの質問であり

ました。 

 それで、交通安全に限らず、生活安全という視点

でも検討を進めていくというようなお話であったか

と思うのですが、では、どのような形で具体的に防

犯灯に対する手当てをしていくのかというところで、

昨年の一般質問の中で防犯灯についてお伺いをした

際に、ＬＥＤ化のお話をしたかと思います。 

その中で、まちの事業者にお伺いをした、実際に

どれぐらいのコストダウンになるのかといった試算

を含めての話をした中で、かえって割高になるケー

スもあるということで市長のほうからご答弁があっ

たところでありますが、確かにそういった部分もな

くはないと。ただ、多くの場合がランニングコスト

の削減に繋がると。要は、町内会の負担軽減に繋が

るんではないかというのが専門家にお聞きしたとこ

ろのお答えでわかったところなんですね。 

 それで、必要なところを見極めて手当てをすると
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いうような市長のお話もありましたが、具体的にど

ういったところが市の直営に切り替えるですとか、

例えば今はやっていらっしゃらないんですが、ＬＥ

Ｄ化を進める際に、全額、市が負担するだけではな

く、例えば市でＬＥＤ化の助成をするとかというこ

とで、町内会とともにそういった安全を確保するた

めの防犯灯のＬＥＤ化と、もしくは手当てというと

ころをしていくべき、どのように進めるかというこ

とが必要だと思うのですが、ある一定程度の決まり

事といいますか、基準といいますかというものを作

ったほうが各町内会としても市に相談をしやすくな

るんではないかというふうに考えるわけですね。  

例えば防犯灯を維持していくので苦しいのは、町

内会の戸数が少ない町内会なんではないかなという

ふうに思います。世帯数の多いところであれば、そ

れだけ 1戸当たりの負担額というのは小さくできる

わけですが、本市の形状といいますか、地域柄、町

内会の範囲は広いんですけれども、住んでいる世帯

数が少ないというところも多々あると思うのですけ

れども、そういった場合、1 戸当たりの負担額が多

きく、そういったところはどうするかというと、間

引きしていくというような流れにもありつつあると

いうふうには私は認識しております。 

 そういった意味合いで、例えば町内会の構成人数

ですとか住宅の配置なんかをある一定程度の基準を

決めて、優先順位を決めて、前回、市長がおっしゃ

ったように中長期的に計画的に手当てをするという

必要があるんではないかなというふうに思うんです

が、その点に関する市長の見解をお聞きします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

いたします。 

 まずは、全体の状況把握という段階ではございま

すが、まず防犯灯の状況をしっかり把握をする。そ

の上に立って、先ほど申し上げたような交通安全上、

または児童の通学、またはそういった生活上の不安

解消など、ある意味では市全体の中で必要性の高い

ところを整理するということが、まず必要であろう

というふうに思います。 

その上に立って、優先順位の高いところに対して

どのような形で維持管理も含めた運用面を市として

手当てをしていくかどうかというのは、この次のス

テップとして考えていくべき話だと思います。その

中で、ＬＥＤ化というものを一つも選択肢なんだろ

うというふうに思っています。なので、そういった

順序で進めていくことが重要であろうというふうに

思います。 

 その上に立って、ＬＥＤ化というものを進めるに

あっては、今ご質問の中で触れられていたような、

そういった各町内会の背景というのはそれぞれ違い

ますので、そういったものを考慮する必要があるの

かなと。画一的に中身を決めるということでは体力

に応じた対応になってしまうというところもご指摘

のとおりかなと思いますので、そういった仮にＬＥ

Ｄということを考える上では、一つ参考にすべきご

示唆ではないかと思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

本田議員。 

●本田靖人君  防犯灯に関しては、子どもたちか

ら上がってきた声がきっかけで私は質問させていた

だいてきましたが、非常に前向きなお考えを市長が

お持ちになっているということが今日わかって、非

常に良かったなというふうに思います。 

 市に相談をすれば、一定程度の場合に関しては市

が直営でやってくれるということを知らない町内会

もあろうかと思います。その辺は私自身も町内会の

役員の方の相談にも乗っていって、こういう相談を

してみたらいいよというアドバイスをしていきたい

と思いますが、市としましても、前向きに各町内会

からのご相談に応じていってほしいなというふうに

思います。 

 以上で、私の質問を終わります。 

●議長 厚谷 司君  以上で、本田議員の質問を

終わります。 

 教育長。 

●教育長 今 勉君  先ほど本田議員のご質問に
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お答えした中で、一部訂正をお願いいたします。 

 行政常任委員会の開催が本年4月29日というふう

にお話ししましたが、19日ですので、訂正をお願い

いたします。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  次に、小林議員の質問を許

します。 

 小林議員。 

●小林尚文君  小林尚文でございます。通告に従

い、2件について一般質問をさせていただきます。 

 まず 1点目は、夕張市まちづくりマスタープラン

に基づくコンパクトシティの実現に向けた方針のも

とに検討を重ねてきた拠点複合施設についてであり

ます。 

 2 点目には、夕張市を代表する特産品、夕張メロ

ンの産地振興についてであります。 

 私の質問が本日の夜間議会における最後となりま

すが、遅い時間にもかかわらず傍聴に来られており

ます市民の皆様に感謝を申し上げます。 

 それでは、拠点複合施設について質問をさせてい

ただきます。 

 初めに、拠点整備エリアについてでありますが、

本年度は基本設計を踏まえ、実施設計が行われるこ

ととなっておりますが、それらの進捗状況等につい

て確認をさせていただきます。 

 鈴木市長は、5月 26日から 31日の間で 4回市内

各会場にて市長とのふれあいトークを開催されてお

りますが、平成 31年度の開設に向けた拠点複合施設

全般についての方針や、また整備のエリアについて

資料をもとに説明されております。 

南清水沢の建設予定地を半径 200メートルと定め

た理由について、また建設場所の詳細が現時点では

示されていない理由について伺います。 

 次に、賑わいの創出についてでありますが、基本

計画の検討計画の中で、それぞれワークショップを

設け、その中には子育てチーム、多目的空間チーム、

アトリウムチーム、それぞれが先進地の事例などを

視察され、協議を進めてきたものと私は理解してお

ります。各団体や市民の皆様、また市職員など多く

の方々が参加をされ、検討にかかわっていただいて

おりました。そのご努力にまず敬意を申し上げると

ころであります。 

 議会といたしましても、議員 2名が参加させてい

ただき、各種の課題整理や賑わいの創出についても

協議されてきたものと認識しております。 

 これまでの検討してきたことが基本となるとは思

いますが、どのように他世代の市民の方々がこの複

合施設を拠点とし、集えるものにするのか、考え方

を伺います。 

 また、賑わいの創出については、市民が利用した

くなるようなソフト事業が必ず必要と思いますが、

これらも市長の見解、検討している事業がありまし

たら、それについて伺います。 

 次に、設備、整備等について伺います。 

 現時点で、維持管理費と利用者負担のあり方につ

いては、将来市民が利用するにあたり、活用のあり

方、使い勝手の良さなどが大きくかかわってくるも

のと考えますが、基本的な考え方について伺います。 

 その中にあって、備品の選定については、大変な

これから作業量になると思われますが、また、スケ

ジュール的にも限られた期間の中で選定作業などを

進めていくわけでありますが、この作業にどのよう

な人がかかわっていくのか、また市の担当部署はど

こになるのかを伺います。 

 このことにつきましては、私どもも小中学校が統

廃合された当時、膨大な選定作業となり、1 年がか

りで教育委員会が中心となって行ってきたと記憶し

ておりますので、参考までに申し添えさせていただ

きたいと思います。 

 また、施設完成後の供用開始にあたり、どこが運

営主体となるのか、現時点での考え方を伺います。 

 次に、2点目の質問とさせていただきます。 

 夕張メロンの産地振興について、2 点お聞きいた

します。 

 先月 26日に、札幌の中央卸売市場で夕張メロンの

初競りが行われました。鈴木市長も毎年産地を代表
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して初競りに出向かれ、ご挨拶をしていただいてお

ります。生産者の一人として、感謝を申し上げます。 

 お陰様で、本年も 2玉で 150万円という非常に高

い評価をいただき、生産者をはじめ、関係者の皆様

の弾みもついたものと思っております。 

 さらに、8年続けて 100万円を超える初競り価格

となり、この高い評価に対しましては、私も生産者

の一人であります。気を引き締めて夕張メロンを応

援してくださる皆様の期待に応えなければならない

と考えております。 

 まず初めに、新聞報道でもありました夕張メロン

の産地再興戦略について伺います。 

 初競りの日と同日、北海道、夕張市、夕張市農協

の 3者による夕張メロンの産地再興戦略の策定を発

表し、高橋はるみ北海道知事が同日の定例記者会見

で、品質とブランドイメージを保ちながら 3者で生

産強化に取り組んでいきたいと発言をしております。  

夕張市も今年度、第 12次夕張市農業振興計画の中

で、労働力の確保、担い手の問題など、課題の整理

が現在なされているものと思いますが、この 3者に

よる新たな連携となる夕張メロンの産地再興戦略の

具体的な内容と今後 3者でどのように進められてい

くのか、伺います。 

 また、高橋はるみ北海道知事のコメントにありま

す、北海道が担う生産強化の取り組みとはどういっ

たものなのかも伺います。 

 次に、地理的表示保護制度について伺います。 

 夕張メロンは、昨年この地理的表示保護制度の認

証を受け、今年 2年目を迎えましたが、先日、海外

で偽の夕張メロンの悪質販売についてテレビ等でも

報道がありました。 

この制度、国が産地を守るという国の制度におい

て、国の役割としてどのような対応がなされている

のか、伺います。 

 また、この制度により今後期待される利点と、こ

の地理的表示保護制度ＧＩ認証ですけれども、この

新たな有効活用についての考えを伺います。 

 以上、2点 5項目についてご答弁をよろしくお願

いいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  小林議員の拠点複

合施設についてのご質問にお答えをいたします。 

 まず初めに、拠点整備エリアについてのご質問に

お答えいたします。 

 まちづくりマスタープランの中では、南清水沢地

区を都市機能が集積した新たな都市拠点として形成

することを位置づけております。 

 また、魅力的な生活環境の創出に向けて、歩いて

暮らせるまちづくりを基本方針としていることから、

周辺に学校があることや市営住宅の再編整備を行っ

た区域の中心に市民が歩いて利用しやすい距離を半

径約 200メートル程度と考え、拠点整備エリアを設

定し、そのエリア内に拠点複合施設の建設を計画し

ているところであります。 

 この考え方に基づきまして、建設費については市

民の利便性を考慮して選定しており、現在複数の関

係機関と調整していることから、詳細な場所につい

てお示ししていないところであります。 

 次に、賑わいの創出についてでございますが、小

林議員のご質問の中でも触れられていたとおり、賑

わいの創出にはハードだけではなく、市民が利用し

たくなるソフト事業が極めて重要であろうと考えて

おります。 

 拠点複合施設の運営方針は、子育て世代同士、多

世代での交流や情報公開を促進することである、子

どもたちの学習や運動のきっかけづくり、子育て支

援として幼児を抱えるお母さんたちが使いやすく、

居心地のいい空間、環境づくりを目指すこととして

おります。 

このため、今後イベントの開催をはじめ、施設に

来るきっかけづくりとなる事業のあり方、さらには

拠点複合施設の主要な機能の一つである待合機能を

生かした交流ができるようなソフト事業について検

討を進めていくこととしております。 

 次に、施設整備等についてでありますが、維持管

理費及び利用者負担につきましては、当初よりラン
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ニングコストを抑えた施設とすることが重要であり、

コスト削減の観点に立った整備を進めるとともに、

賑わいがこの周辺にも波及することを期待している

ものであることから、利便性が高く、使い勝手の良

い施設とする中で、今後適正な負担のあり方につい

ては検討してまいります。 

 また、本施設は、これまでの図書コーナー機能や

公民館機能のほかに、子育て支援機能やホール機能

などの新たな役割があることを踏まえ、必要に応じ

て外部の専門家の意見を伺うなどにより、機能的な

備品等の選定に努めてまいります。 

 担当部署、管理、運営主体については、現在ソフ

ト事業も含めて、限られた職員数の中で、効果的、

効率的な運営方法等について検討をしており、混合

施設の持つ役割を踏まえ、決定することとしており

ます。 

 次に、夕張メロンの産地振興についてのご質問に

お答えいたします。 

 まず初めに、夕張メロン産地再興戦略について、

お答えをいたします。 

 我が国を代表するトップブランドである夕張メロ

ンの生産量は、担い手の減少や労働力不足などによ

り減少しており、このままの状況が続くと、地域の

経済、社会にも大きな影響が及ぶことが危惧される

ため、北海道からの発意により昨年 6月に北海道、

夕張市、ＪＡ夕張市の３者で構成する夕張メロン産

地再興戦略プロジェクトチームが結成され、道によ

る課題の聞き取りなど経て、今年 3月に夕張メロン

産地再興戦略が策定をされたところであります。 

産地再興戦略の具体的な内容ですが、基本戦略と

して大きく二つの柱を掲げております。 

一つ目の柱は、担い手、労働力の確保対策であり

ます。この対策の具体的な取り組みとしては、雇用

労働力の確保に向け、本年度実施する農業労働力の

雇用問題解決に向けた実態調査を踏まえた具体的な

方策を検討することなどを予定しております。 

 二つ目の柱は、生産拡大対策であります。この対

策の具体的な取り組みとしては、本年度から 3カ年

で実施するハウス新設や小規模土地改良などを支援

する夕張メロン生産安定対策事業や遊休農地を活用

した加工用夕張メロンの生産拡大に対して支援する

夕張メロン加工用原料の安定供給に向けた生産基盤

対策事業の実施などによる生産安定拡大対策を予定

しております。 

 戦略に掲げた取り組みの中には、現段階で具体策

が決定していないものもあることから、引き続き 3

者連携のもと、協議、検討を進め、具体的な対応方

策や方策実施に向けて 3者の役割分担などを詰めて

いかなければならないと考えております。 

 次に、地理的表示保護制度についてでありますが、

この制度は、地理的表示、いわゆるＧＩの不正利用

が発見された際、農林水産省が表示の除去を命ずる

などの取り締まりを行うことにより、生産団体等が

訴訟等の負担を伴うことなく、ブランドを守ること

ができるという利点があるものと認識をしておりま

す。 

 しかしながら、この制度は基本的に日本国内での

生産、流通業者の不正使用について国が取り締まる

というものですので、海外で日本のＧＩが無条件で

保護されるものではないことから、国が海外でのＧ

Ｉマークの商標登録を進めるとともに、昨年 12月の

ＧＩ法改正により、国家間による相互ＧＩの保護を

可能とし、海外でのＧＩ保護を進めているところで

あります。 

 海外での具体的な取り締まり事例としては、先ほ

ど小林議員のご質問でも触れられましたが、「夕張見

本メロン」と表示されたタイ産の偽夕張メロンの生

産業者に対して、農林水産省の委託を受けた業者が

警告状を送付したことにより、名称使用の中止、偽

ラベル等の廃棄を実現しており、今後、国内はもと

より、海外における国の取り締まり強化も期待をし

ているところであります。 

 ＧＩ制度により、今後期待される利点としては、

模倣品の取り締まりが国内外で強化されることによ

り、夕張メロンの信頼性が向上し、ブランド価値の

さらなる向上が期待をされます。 
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 また、我が国においてＧＩ登録されている産品は

現在 35品目ですが、今後登録産品が増加することに

より、国民のＧＩマークに対する認知度も向上し、

地域ブランド産品としての差別化が図られることに

より、ブランド力が向上することで、夕張メロンの

さらなる単価増に結びつくことが期待をされており

ます。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

小林議員。 

●小林尚文君  まず、ご答弁ありがとうございま

した。 

 そこで、何点か再質問をさせていただきますけれ

ども、まず拠点複合施設について、半径 200メート

ルでのエリアの考え方、歩いて暮らせるまちづくり、

また利便性、それぞれ夕張にとって、これから人口

減少が続く中にあっても、これ以下のそんなにたや

すいものではないと思いますけれども、それらの中

で暮らしやすいまちの中で、そういう考え方は私も

同感をさせていただきます。 

 ご答弁いただいた中で、それぞれ各関係団体の方

がおられる、また、詳細にわたっての設置場所、こ

の部分については、なかなか今の現段階では示せら

れないのかと思いますけれども、もし差し支えなけ

れば、時期的にいつ頃なのか。当然これらにつきま

しては、基本計画、また基本設計、実施設計に向け

てリミットもあるかと思いますけれども、いつ頃こ

ういうものが確定するのか、もし差し支えなければ

お聞かせいただきたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  小林議員の再質問にお答え

いたします。 

 本質でもお答えをいたしましたけれども、現在複

数の関係機関と調整をしていることから、現在場所

がお示しできないということをお答えさせていただ

きました。これはすなわち、具体的な時期について

も当然のことながら現時点ではお示しができないと

いうことであります。 

 ただ、今後、予定されております様々な基本設計

等の具体的な業務がございます。こういったところ

も見せながら、供用開始までのスケジュール感に遅

れなどが出ないような時間軸の中でしっかりと皆さ

んにお知らせをしていきたいというふうに考えてい

ます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

小林議員。 

●小林尚文君  当然やはり、リミットもある話で

ございますので、今お答えいただかなくても、いず

れその時期が来るかと思いますので、よろしくお願

いをいたします。 

 それと、次に、賑わいの創出についてであります

けれども、実は私ども、先月に、行政常任委員会で、

北斗市の「かなで～る」という複合施設に視察をし

てまいりました。 

当然、北斗市の担当者の方も北斗市議会の方とも

意見交換をいたしまして、これは築 20年の複合施設

と聞いておりましたので、清掃業務をはじめ 13の委

託業務を行っている管理委託とは別に、公民館機能

を充実させるため、住民組織である北斗市かなで～

る協会、これらに 500万円を市が用意し、業務し、

それを原資として限られた予算の中でコンサートな

ど、先ほどのお話にありましたソフト事業、これが

運営実施し、人口は減ってきていますけれども、利

用率の確保に繋がっていると説明がありました。ま

た、複合施設の建設のきっかけとなった市民が文化

に対する意識が大きく高まったと、これが大きく寄

与しております。 

 このイベント等民間の組織団体が主体となり運営

していくような仕組みづくりも検討する価値がある

んではないかなと思いすけれども、市長の見解を伺

います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  小林議員の再質問にお答え

いたします。 

 議員視察の中で、北斗市文化センター「かなで～

る」をご視察されたということでありまして、その
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状況については、我々も承知をしているところであ

ります。 

 ただ、ソフト事業については、大変重要であると

いうことも本質で答弁させていただいたところです

が、具体的にどういった形態でもってそれを実現し

くのかについては、まだ決まっていませんので、今

ご指摘いただいた内容についても我々も様々な地域

での実現も参考にしながら、効果的な形でのソフト

事業の展開というものを考えていきたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

小林議員。 

●小林尚文君  ありがとうございます。 

 私どもも規模等も違いますので、これは北斗市と

同じようなことにはならないと思いますが、いろい

ろな検討をよろしくお願いいたします。 

 それと、もう一つ複合施設について確認をさせて

いただきますが、これらは、これから利用される団

体、また市民も、設備に関しましては、拠点施設の

施設整備についてご意見もあろうかと思います。特

に使い勝手の良さなどは、今後、設計段階に入って

もいろいろな形で要望等もご意見等もあるかと思い

ます。 

これらについて、これは今まで積み上げてきた計

画、また検討、これを戻すことにはならないと思い

ますけれども、これらの相談する窓口、またそうい

うことが必要になってくるかと思いますけれども、

そういうことを役所の中で配置することは考えてお

られないのか、聞かせていただきたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  小林議員の再質問にお答え

いたします。 

 今後、基本設計、実施設計に進んでいくわけでご

ざいますが、その中で、市民の皆さんの意見をどう

取り込んでいくのかという趣旨のご質問かと思いま

す。 

 その中で窓口を、ご意見を受けるところを設置し

たらいかがかという部分もございましたが、そうい

った特別な窓口という意味で設置は考えておりませ

ん。ただ、市民の皆さんからご意見を取り入れると

いう観点からすれば、拠点複合施設の基本計画策定

に当たっても、多くの皆様からご意見をいただいた

中で現在の必要のある機能については整理をさせて

いただきました。 

そういったかかわっていただいた多くの方々の中

からも設計段階では是非、意見を聞いてもらえる場

が欲しいという具体的なお話もいただいていること

から、そういった場を設けられればなというふうに

は検討しているところであります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

小林議員。 

●小林尚文君  複合施設は、市民にとりましても

今後やっぱり長い将来にわたってそれぞれ利用する

に当たっては本当に賑わいのある施設にしていきた

いものだと私も考えておりますので、今後とも市民

のそういう意見等も参考にされてお願いをしたいと

思います。 

 もう 1点質問をさせていただきますけれども、こ

れはメロンに関しての産地再興戦略について、これ

は確認にとどめさせていただきますけれども、夕張

メロンにつきましては、大変長い歴史の中で諸先輩

たちが積み上げてきた財産でもあります。その中で

も当然、今回、農協も 11 次の農業振興計画、市の

12次の農業振興計画として、新たにまた夕張メロン、

また特産物である夕張の農業の発展のために、これ

らを有効に 3カ年の計画で行う今準備段階に入って

いると思いますので、これらについては、今後また

それらの方向性が出るものもこれからまた多くある

かと思いますので、次回に質問させていただきます

けれども、一つ確認させていただきたいのは、夕張

メロンの再興戦略、3 者における戦略、特に夕張メ

ロンについては他の農業の形態と違いますので、い

ろいろな他の農業施策の中で補助金のあり方もいろ

いろあるかと思いますけれども、夕張の農業は特殊

な農業でもありまして、それぞれ他の産地と同じよ

うな形態ではなかなか同じような政策がうまくいか

ないのかなと。これらにつきましては、当然農業振



平成 29年 2定第 2日目 

 

 

―38― 

興協議会を通じて農業団体がございますので、これ

らと共通認識を持たれて、特にこれは生産者にとり

まして、本当に必要な施策を北海道に働きかけてい

ただければと思いますけれども、先ほども答弁いた

だきましたけれども、再度、北海道に働きかけてい

ただきます市長の認識を伺いたいと思います。お願

いいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  小林議員の再質問にお答え

いたします。 

 当然のことながら、農業振興協議会などを通じま

して各関係団体がそちらに参加されていますので、

それぞれの皆さんのご意見を伺いながら、夕張のあ

る意味では独自性の中で必要なメニューというのも

当然独自なものが必要になろうかというふうに思い

ますので、北海道に対してもそういった画一的な形

ではない夕張の事情というものをお伝えをしながら、

協議をしながら、具体的なメニューというのは作ら

なければならないというふうに思っているところで

あります。 

 また、先ほど小林議員の中で触れていただきまし

た各農協や市側で作っている計画もございます。ま

た、その計画に基づく地域再生計画も策定をし、企

業版のふるさと納税などを活用して既に事業が進ん

でいる部分もございます。なので、そういった部分

も当然のことながらしっかりと情報共有しながら具

体的に効果のある事業についてしっかりと提案をし

ていくと、協議をしていくという姿勢で臨んでいき

たいと思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

小林議員。 

●小林尚文君  再質問ではございませんけれども、

ご答弁ありがとうございました。 

 特に、農業に関しましては、ＧＩも含めて農業者、

生産者の方、大変これらについては誇りに思って生

産に努力されているし、そういう部分に今後もそれ

ぞれ期待されるような協議をさせていただきたいと

思いますので、今後ともよろしくお願いを申し上げ

まして、再質問も終了させていただきます。ありが

とうございました。 

●議長 厚谷 司君  以上で、小林議員の質問を

終わります。 

 以上で、通告されました質問は全部終了いたしま

したので、日程第 1、一般質問はこれをもって終結

いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

    午後 ８時１６分 散会 
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